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様 式 第 ５ 号 (第 １ ５ 条 関 係 ) 

審議会会議録  
審 議 会 等 の  

名 称  
第 ２ 回  瑞 穂 市 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会  

開 催 日 時  
平 成 ２ ９ 年 ８ 月 ２ ３ 日 (水 曜 日 ) 

午 後 ６ 時 ０ ０ 分 か ら ８ 時 ３ ０ 分  

開 催 場 所  総 合 セ ン タ ー  第 ４ 会 議 室  

議 題  

・ 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 に も と づ く 事 業 評 価 （ 平

成 ２ ８ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

・ 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」 に も と

づ く 事 業 評 価 （ 平 成 ２ ８ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

 

出 席 委 員  １ ５ 名  

畦 地 真 太 郎 会 長 、 太 田 定 敏 副 会 長 、 浅 野 楔 雄 委 員  

大 池 義 之 委 員 、 大 森 宗 委 員 、 川 角 玄 委 員  

椙 浦 良 子 委 員 、 竹 中 哲 夫 委 員 、 広 瀬 英 昭 委 員  

麓 英 里 委 員 、 三 澤 博 敬 委 員 、 吉 田 明 貴 子 委 員  

小 寺 徹 委 員 、 中 林 由 紀 子 委 員 、 吉 田 敏 之 委 員  

 

欠 席 委 員  な し  

 

公 開 ・ 非 公 開  

の 区 分  

(非 公 開 理 由 ) 

公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数  ０ 人  

審 議 の 概 要  

開  会  

【 事 務 局 】  

委 員 総 数 １ ５ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る １ ５ 名 全 員 の

出 席 が あ り 、 瑞 穂 市 附 属 機 関 設 置 条 例 第 ８ 条 第 １ 項

に 基 づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ と を 宣 言 し た 。  

 

【 会 長 】  

開 会 に あ た り 傍 聴 希 望 者 の 有 無 の 確 認 を 行 っ た 。

（ 傍 聴 者 希 望 者 無 し ）  

 

会 長 あいさつ  

 

議 事 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 、 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創

生 総 合 戦 略 」の平 成 ２８年 度 実 績 の評 価 について 

 

【 会 長 】  

事 務 局 に 対 し 評 価 の 取 り ま と め 方 法 に つ い て 説 明 を

求 め た 。  
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【 事 務 局 】  

資 料 ① を 用 い 評 価 方 法 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。  

 

「 １ -１ -(３ )消 防 団 員 の 確 保 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 消 防 団 員 の 確 保 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況 に つ い

て 事 務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ １ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 各 委 員 】  

 会 長 原 案 に 対 し 意 見 は 無 か っ た 。  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 ２ -３ -(５ )汚 水 処 理 施 設 の 整 備 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 汚 水 処 理 施 設 の 整 備 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況 に

つ い て 事 務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ２ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で な か っ た 」 を 審 議 会 と し て

の 判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 Ａ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 平 成 ２ ７ 年 に 都 市 計 画 決 定 を し

た 。 公 共 事 業 は 最 終 的 に は 強 制 執 行 が で き る 。 前 向

き に 土 地 を 売 り た い 等 協 力 し て く れ る 方 か ら 進 め て

い か な い と 、 い つ ま で た っ て も 事 業 は 進 ま な い 。 前

向 き に ス ピ ー ド 感 を 持 っ て 進 め て い た だ き た い 。 今

の や り 方 は 、 有 効 と は 言 え な い 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 瑞 穂 市 は 都 市 化 し て い る が 、 空
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家 も 増 え て お り 、 今 後 人 口 は 大 幅 に 減 少 す る 。 現 在

の 河 川 水 質 を 調 べ た が 、 水 質 が 極 端 に 悪 く な っ て い

る 所 は な い が 、 地 元 に 出 て 積 極 的 に 話 を し 、 問 題 点

を 解 決 し な い 限 り 前 に 進 ん で い か な い 。  

 

【 Ｃ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 公 共 下 水 道 が 進 ま な い の で あ れ

ば 、 浄 化 は 進 ま な い 。 人 口 も 減 少 し て い き 予 算 も 厳

し く な る 。 現 在 の 進 め 方 は 有 効 と は 言 え な い 。  

 

【 会 長 】  

原 案 に 反 対 の 意 見 の 方 へ 発 言 を 求 め る 。  

 

【 各 委 員 】  

 原 案 に 反 対 の 意 見 や 発 言 は 無 か っ た 。  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で な か っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 ４ -２ -(３ )確 か な 学 力 の 定 着 を 図 る 教 育 の 推 進 」 に

つ い て  

【 会 長 】  

「 確 か な 学 力 の 定 着 を 図 る 教 育 の 推 進 事 業 」 の 各 委

員 の 評 価 状 況 に つ い て 事 務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ３ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

原 案 に 反 対 で あ る 。 歴 史 文 化 を 伝 え る 資 料 館 が 瑞 穂

市 に は な い 。 現 在 瑞 穂 市 へ の 移 住 者 が 多 い が 、 過 去

の 水 害 教 育 を 勉 強 で き る 場 所 が な い 。 災 害 地 名 や 地

形 的 な こ と も 含 め 、 子 供 た ち に 伝 承 し て い か な い と

い け な い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

資 料 を 残 す の は 非 常 に 必 要 で あ る 。 我 々 の 世 代 は 親

や 祖 父 母 に 戦 争 な ど の 話 を 聞 け た 。 学 校 で も 国 際 平

和 や 命 の 重 さ も 、 力 を 入 れ て 教 育 し て い た だ き た

い 。  
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【 Ｅ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 学 校 だ け に 頼 る の で は な く 、 家

庭 で も 自 分 の 子 供 に し っ か り と 教 え て い か な け れ ば

な ら な い と い う 認 識 を し て い る 。 特 に 歴 史 的 な 事 や

周 辺 状 況 の 事 な ど 学 校 の 勉 強 だ け で は 分 か ら な い 事

を 日 々 の 会 話 で 教 え て い く 必 要 が あ る 。 学 校 に ば か

り 要 求 す る と 先 生 へ の 負 担 増 と な っ て し ま う 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 資 料 と い う 点 で は 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活

用 し た 電 子 黒 板 や タ ブ レ ッ ト な ど を 利 用 し た 教 育 を

先 生 方 も 考 え て い る 。 水 害 教 育 も 牛 牧 小 学 校 で は 実

施 さ れ て い る 。 地 域 に お い て 経 験 者 の 力 を 借 り て 子

供 た ち に 教 え て い く の が 大 事 で あ る 。  

 

【 Ｃ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 グ ラ ウ ン ド の 芝 生 化 を 行 い 、 芝

生 広 場 で 子 供 た ち が の び の び と 裸 足 で 走 り 、 元 気 な

姿 を 見 る と 体 力 向 上 に 良 く 、 裸 足 で 運 動 で き る と い

う 条 件 は 子 供 の 将 来 に と っ て 、 と て も 良 い と 感 じ

る 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 瑞 穂 市 は 富 有 柿 の 発 祥 の 地 と い

う こ と で 、 そ れ ら を 子 供 た ち に 知 っ て も ら お う と 非

常 に 力 を 入 れ て い る 。 小 学 校 ３ 年 生 が 柿 の 選 果 場 へ

行 き 、 各 圃 場 へ 行 っ て 柿 の 栽 培 の 内 容 を 勉 強 し 、 逆

に 生 産 者 の 方 も 励 ま さ れ る こ と も あ り 、 そ う い う 地

域 の 状 況 を 教 育 の 場 に 生 か し て い る と い う こ と を 大

変 評 価 す る 。  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 ５ -１ -(１ )特 色 あ る 「 瑞 穂 農 業 」 の 促 進 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 特 色 あ る 「 瑞 穂 農 業 」 の 促 進 事 業 」 の 各 委 員 の 評

価 状 況 に つ い て 事 務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ４ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  
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【 Ｂ 委 員 】  

柿 に つ い て 努 力 し て い る こ と は 認 め る が 、 耕 作 放 棄

地 も 増 え て い る の で 、 そ れ ら を ど の よ う に や っ て い

く か の 方 針 も 必 要 。 Ｊ Ｒ を 利 用 し て 中 山 道 を 歩 く 人

も 多 い が 、 中 山 道 に 地 元 産 の 野 菜 を 置 け る よ う な も

の を 作 る と の 提 案 も あ る 。 客 を 寄 せ て も の を 売 る よ

う な 手 段 も 考 え な い と い け な い 。 行 政 の 努 力 や 商 工

会 と の 連 携 、 朝 日 大 学 を 上 手 に 利 用 し な が ら 知 恵 を

も ら え ば も っ と 発 展 す る と 思 う 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

柿 の 耕 作 放 棄 地 が あ る と い う の は 事 実 。 農 業 も 高 齢

化 し て き て い る 。 柿 振 興 会 で は 、 会 員 に 対 し て ５ 年

後 １ ０ 年 後 に 自 分 の 柿 は ど う し た い か ア ン ケ ー ト を

し た が 、 委 託 し た い と の 意 見 も 沢 山 あ っ た 。 防 除 も

共 同 で 助 け 合 い な が ら や っ て い る 。 行 政 が ど う 絡 ん

で い く か 難 し い が 、 地 域 で や れ る こ と を や る と い う

状 況 で あ る 。 今 年 の 行 政 は 、 宣 伝 Ｐ Ｒ 、 ブ ラ ン ド 化

に 市 長 を 先 頭 に 非 常 に 力 を 入 れ て お り 、 振 興 会 と し

て は 感 謝 し 、 事 業 に つ い て 評 価 し て い る 。 原 案 に 賛

成 で あ る 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

富 有 柿 発 祥 の 地 の 柿 で 、 味 の 違 い と か を 説 明 し て い

く と よ い の で は な い か 。  

 

【 Ｈ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 応 募 や コ ン テ ス ト を し 、 実 際 に

パ ン 屋 で 販 売 さ れ る と こ ろ ま で 行 き つ い て お り １ 歩

前 進 し た 。 地 産 地 消 に 対 し て は 、 パ ン 屋 で 実 際 に 売

ら れ て い る も の に 使 わ れ て い る 柿 が 瑞 穂 市 の も の で

は な い 話 も あ っ た の で 、 そ こ ま で 進 め て 瑞 穂 市 の 柿

を 使 用 し て 行 く と い う こ と で ブ ラ ン ド 化 を も っ と 強

調 し て い け ば 地 産 地 消 に つ な が る 。 ま ず 第 １ 歩 進 め

て 行 け た こ と は 評 価 し て い る 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 ま ず 1 歩 そ れ が 大 事 。 以 前 か ら

何 で 行 動 し な い の か と の 気 持 ち で い た 。 や っ と 形 に

な っ て 、 こ れ か ら 色 々 な 方 の 力 を 受 け 、 大 き く な っ

て い く と 思 う 。  

 

【 Ａ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 柿 の 缶 ジ ュ ー ス 等 の 開 発 は 出 来

な い か と 書 い た が 、 柿 は 栄 養 価 が 高 く 、 美 容 に 良 い

と 聞 い て お り 、 た だ 柿 を 売 る の で は な く 、 製 造 加 工

を 加 え 高 付 加 価 値 化 し て 進 め ら れ な い か の 提 案 で あ

り 、 本 事 業 は 有 効 で あ る 。  
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【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 共 -１ -(４ )  公 共 施 設 等 の 適 正 管 理 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 公 共 施 設 等 の 適 正 管 理 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況

に つ い て 事 務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ５ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 Ｊ 委 員 】  

 原 案 に 賛 成  

 

【 Ａ 委 員 】  

ス ク ラ ッ プ ア ン ド ビ ル ド が 必 要 な 施 設 だ が 、 本 田 団

地 の 中 に 警 察 官 舎 が ２ 世 帯 あ り 、 現 在 、 公 の 官 舎 に

入 る 人 が い な い こ と か ら こ の 場 所 を 有 効 に 活 か し て

ほ し い 。 公 園 の 中 に ご み ス テ ー シ ョ ン が あ る が 、 高

齢 者 が そ こ ま で 行 け な い 。 又 、 本 田 公 民 館 を 利 用 す

る 人 が 多 い こ と か ら 現 状 で は 駐 車 場 は 少 な い 。 そ の

為 、 今 あ る 官 舎 を 撤 去 し 公 共 の た め に 役 立 て る よ う

に し て ほ し い 。 意 見 と し て は 有 効 で あ り 、 原 案 に 賛

成 で あ る 。  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 共 -２ -(３ )歳 入 の 確 保 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 歳 入 の 確 保 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況 に つ い て 事

務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ６ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  
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【 Ｊ 委 員 】  

 原 案 に 賛 成  

 

【 各 委 員 】  

 異 議 な し  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 民 間 施 設 （ ボ ウ リ ン グ 場 ） を 活 用 し た 地 域 活 性 化 拠

点 （ 小 さ な 拠 点 ） 強 化 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 民 間 施 設 （ ボ ウ リ ン グ 場 ） を 活 用 し た 地 域 活 性 化

拠 点 （ 小 さ な 拠 点 ） 強 化 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況

に つ い て 事 務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ７ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 Ｈ 委 員 】  

原 案 に 賛 成  

 

【 各 委 員 】  

 異 議 な し  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 ― 圏 域 応 援 ス テ ー シ ョ ン ―  穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推

進 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 ― 圏 域 応 援 ス テ ー シ ョ ン ―  穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想

推 進 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況 に つ い て 事 務 局 へ 説

明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ８ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事
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業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 ワ イ ワ イ 会 議 が 行 わ れ 、 い ろ い

ろ な 思 い を 語 ら れ 、 思 い を 出 し 合 い な が ら 地 域 の コ

ミ ュ ニ テ ィ ー と し て 発 展 を し 、 良 い 方 向 へ 行 け ば 第

１ 歩 と し て よ か っ た 。  

 

【 Ｋ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 ２ 店 舗 の 内 、 特 に １ 店 舗 は 、 本

事 業 に お い て オ ー プ ン し た 結 果 は 、 な か な か 導 き 出

せ る 事 で は な く 、 大 変 評 価 し て い る 。 夜 市 に つ い て

も 拝 見 し た が 、 非 常 に 高 い 盛 り 上 が り で あ っ た 。 本

事 業 を 実 施 し た 市 及 び 事 業 者 が 、 高 い 成 果 を 残 し た

と 評 価 し て い る 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 駅 周 辺 の 商 店 の 活 性 化 の 意 見 を

広 く 聞 く こ と が で き た 。 駅 周 辺 の 意 見 は 一 番 大 事

で 、 焦 点 も 固 ま っ て い る 。 新 し い ス テ ッ プ に な る と

思 う 。  

 

【 Ｈ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 夜 市 に 参 加 し 、 駅 周 辺 が に ぎ わ

っ て い る と 実 感 し た 。 駅 に 降 り た と き 、 こ う い う 感

じ の 街 で 楽 し く 過 ご せ た ら と の 思 い が 実 感 で き 、 良

い 取 り 組 み だ と 思 う 。 空 き 店 舗 の 実 績 に つ い て は 、

２ 店 舗 で は な く 、 １ 店 舗 と 書 く べ き で は な か っ た

か 。 た と え １ 店 舗 で あ っ て も 、 大 変 効 果 が あ っ た も

の で 有 効 と の 評 価 で あ る 。  

 

【 Ｊ 委 員 】  

原 案 に 賛 成 で あ る 。 Fac e b o o k（ フ ェ イ ス ブ ッ ク ） を

更 新 さ れ る 頻 度 が す ご く 高 く 、 そ れ を 見 て い る だ け

で 事 業 が 進 ん で い る こ と が 伝 わ っ て く る 。 そ の よ う

な Ｐ Ｒ の 仕 方 を も っ と 進 め て い く と 良 い と 思 い 、 有

効 と の 評 価 で あ る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

原 案 に 反 対 で あ る 。 構 想 が で き 、 出 来 る こ と は や っ

て い る と 思 う が 、 み ん な に 理 解 で き る よ う な 行 動 計

画 が で き て い な い 。  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  
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「 広 域 公 共 交 通 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 策 定 に よ る ま ち の 賑

わ い の 創 出 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 広 域 公 共 交 通 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 策 定 に よ る ま ち の

賑 わ い の 創 出 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況 に つ い て 事

務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ ９ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い て

説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 各 委 員 】  

 異 議 な し  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 公 共 交 通 広 域 化 に よ る 穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推 進 事

業 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 公 共 交 通 広 域 化 に よ る 穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推 進

事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況 に つ い て 事 務 局 へ 説 明 を

求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ １ ０ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い

て 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 各 委 員 】  

 異 議 な し  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 に よ る 地 域 ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク ・ 地 域 包 括

ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 事 業 」 に つ い て  

【 会 長 】  

「 Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 に よ る 地 域 ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク ・ 地 域 包
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括 ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 事 業 」 の 各 委 員 の 評 価 状 況

に つ い て 事 務 局 へ 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ② （ Ｐ １ １ ） を 用 い 、 各 委 員 の 評 価 概 要 に つ い

て 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

 事 前 の 各 委 員 の 評 価 状 況 を 基 に 会 長 原 案 と し 、 本 事

業 が 「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 を 審 議 会 と し て の

判 断 と す る こ と に つ い て 委 員 に 意 見 を 求 め た 。  

 

【 各 委 員 】  

 異 議 な し  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会 の 審 議 」 に つ い て  

【 Ｉ 委 員 】  

委 員 の 意 見 で 、 「 有 効 で あ っ た 」 か 「 有 効 と は 言 え

な い 」 か と の 部 分 は 、 事 業 に 対 し て の 意 味 か 、 そ れ

と も 事 業 と し て 何 を し た か 中 身 的 な 進 め 方 を 意 味 す

る も の か 。  

 

【 会 長 】  

原 則 的 に 単 年 度 の 事 業 の 成 果 に つ い て 数 値 目 標 を 達

成 し て い る か に 絞 り 、 有 効 で あ る か 有 効 で な か っ た

か の 意 味 に な る 。 単 年 度 事 業 に つ い て 有 効 性 を 判 定

す る 。 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 回 し て い く 形 で 、 意 見 は

議 事 録 に 残 り 、 公 表 も さ れ る が 、 あ く ま で こ の 会 議

の 場 で こ の よ う な 意 見 が 出 た と い う 取 扱 い に な る 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

叱 咤 激 励 と い う 風 に と っ て よ い か 。 例 え ば 、 「 有 効

と は 言 え な い 」 と は 、 「 も う 少 し し っ か り や っ て く

だ さ い 」 又 は 「 も っ と 市 民 に 理 解 で き る よ う に や っ

て く だ さ い 」 と い っ た 意 味 か 。  

 

【 会 長 】  

本 審 議 会 は 、 「 有 効 で あ る 」 と 「 有 効 と は 言 え な

い 」 で 判 断 を す る が 、 有 効 と は 言 え な い と い う 判 断

が 出 た か ら と い っ て 、 事 業 全 部 を 潰 す と い う こ と に

は な ら な い 。 そ う で は な く 、 市 民 会 議 と し て 市 民 の

意 見 を 集 約 し た と こ ろ 、 少 な く と も 単 年 度 に つ い て

は 有 効 と は 言 え ず 、 付 帯 意 見 が 出 た の で 、 こ れ に つ

い て き ち ん と 担 当 部 局 で 考 え て 対 応 を し て く だ さ

い 。 と の 意 味 に な る 。 事 務 局 意 見 も 同 様 か 。  
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【 事 務 局 】  

 事 務 局 意 見 も 同 様 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

こ の 会 議 は 、 な ぜ 単 年 度 ご と に 評 価 を や ら な く て は

な ら な い か 疑 問 を 持 つ 。 行 政 と し て 評 価 で き る 事 業

だ け を 選 定 し た ら 全 て 有 効 に な る 。 提 案 や 要 望 を 次

回 に 反 映 し な か っ た ら 行 政 の 手 伝 い を し て い る だ け

で 議 会 も 動 か な い 。 こ の 会 議 が 何 の た め に や っ て い

る か 疑 問 を 感 じ る 。  

 

【 会 長 】  

こ の 審 議 会 は 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 単 年 度 ご と の 事

業 で 回 し て 行 こ う と 言 う 取 り 組 み で あ る 。  

 

【 事 務 局 】  

こ の 審 議 会 へ の 諮 問 事 業 は 、 総 合 計 画 、 総 合 戦 略 に

て 計 画 さ れ た 事 業 で 、 そ の 計 画 を 作 成 す る た め に 、

沢 山 の 議 論 が 重 ね ら れ た 。 総 合 計 画 は １ ０ ０ を 越 え

る 施 策 が あ り 、 そ の 中 か ら ２ ９ の 重 点 施 策 が 定 め ら

れ て い る 。 ま ず は 、 そ の 重 点 施 策 に 絞 り 、 概 ね ３ ヵ

年 で 全 て 評 価 を 受 け ら れ る よ う に 本 年 は １ １ の 事 業

を 選 定 し た 。 評 価 で き る 事 業 だ け を 選 定 し て い る 訳

で は な い 。 ま た 、 本 審 議 会 は 、 単 年 度 ご と に 事 業 を

振 り 返 り 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を 回 し 、 方 向 性 が 間 違

っ て い た ら 修 正 し て い く 目 的 で 開 催 し 、 委 員 に 意 見

を お 聞 き し て い る 。  

 

【 会 長 】  

決 が 採 ら れ た こ と に つ い て 、 市 の 各 部 署 の 施 策 に 反

映 し て い く こ と が 、 前 提 で 動 い て い る 。  

 

【 Ｃ 委 員 】  

単 年 度 の 計 画 を 審 議 す る の は 良 い が 、 ３ 年 計 画 の う

ち 今 年 は ど こ ま で や っ た か が 分 か る と 良 い 。  

 

【 事 務 局 】  

事 業 説 明 シ ー ト に ３ か 年 の 計 画 を 記 載 し て い る 。 総

合 計 画 の 基 本 構 想 は １ ０ 年 計 画 で あ る が 、 基 本 計 画

は ５ 年 の 中 間 年 に 見 直 す こ と に な っ て い る 。 さ ら に

単 年 度 ご と に 事 業 評 価 を 受 け 、 中 間 年 で 前 期 計 画 か

ら 後 期 計 画 に 見 直 す に お い て 、 中 間 年 ま で の 間 に 重

点 施 策 を 全 て 評 価 い た だ き 、 中 間 年 の 見 直 し に 反 映

し て い く 考 え で あ る 。  

 

その他 議 事 等  
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会 議 録 に つ い て  

【 事 務 局 】  

 修 正 事 項 等 あ れ ば ８ 月 ３ ０ 日 ま で に 連 絡  

 

答 申 に つ い て  

【 会 長 】  

 こ れ ま で の 審 議 状 況 、 評 価 結 果 を 踏 ま え 、 会 長 が 答

申 案 を 作 成 し 、 各 委 員 に 確 認 を 受 け た 後 、 答 申 を 行

う こ と を 確 認 し 、 委 員 の 了 承 を 得 た 。  

 

瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 の 一 部 改 定 に

つ い て  

【 事 務 局 】  

昨 年 度 の 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会 の 結 果 を 受 け 、 又 、

平 成 ２ ８ 年 度 、 ２ ９ 年 度 の 地 方 創 生 交 付 金 事 業 の 実

施 計 画 に よ り 、 総 合 戦 略 の 重 要 業 績 評 価 指 標 の 一 部

を 修 正 す る 事 を 報 告 し た 。 （ 資 料 ３ の と お り ）  

 

【 副 会 長 】  

閉 会 の あ い さ つ  

 

閉  会  

 

 

事 務 局  

(担 当 課 ) 

瑞 穂 市  企 画 部  企 画 財 政 課  

  T E L： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 2 8  

  F A X： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 0 3  

  e - m a i l： ki k a k u @ c i t y . m i z u h o . l g . j p  

 


